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本日のテーマ

１ 2007年度上期成績の総括

２ 取り組みと実績

３ 今後の戦略

４ 第一次３カ年計画進捗状況

（2005年度～2007年度)



3

2007年度上期の総括 営業成績

期

項目
20042004年年1212月期月期 20052005年年1212月期月期 20062006年年1212月期月期

20072007年年

中間期中間期

16,156

5,654

10,502

9,008

1,494

1,501

(36.2)

790

(63.8)

(35.2)

(64.8)

(56.8)

(8.0)

(8.2)

(55.6)

(8.1)

(8.3)

(4.1) (4.2)

(39.0)

(61.0)

(54.6)

(6.4)

(6.6)

(3.4)

28,076

9,893

18,183

15,953

2,229

2,310

売上高売上高

1,184

15,464 21,026

6,028

9,436

8,454

982

1024

521

7,619

13,407

11,695

1,711

1,746

856

売上原価売上原価 (35.0)

売上総利益売上総利益 (65.0)

販管費販管費 (55.8)

営業利益営業利益 (9.3)

経常利益経常利益 (9.3)

純利益純利益 (4.9)

(単位：百万円、（）は売上比）

要約損益計算書
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2007年度上期の総括 営業成績

06.1 06.2 06.3 06.4 06.5 06.6 06.7 06.8 06.9 06.10 06.11 06.12 07.1 07.2 07.3 07.4 07.5 07.6 07.7
当　　社 0.8 5.7 5.6 -2.1 -0.5 -2.6 -5.2 -3.2 -1.4 -4.1 -6.3 0.6 0 .2 -1.8 -2.6 -3.7 -3 .9 1 .3 -7 .7
Ｗ社 -5.8 0.7 0.8 -6.3 -5.8 -5.8 -6.5 -4.2 -5.9 -4.8 -5.5 -1.5 0.1 -2.0 -3.2 -4.0 -4.6 2.6 未
Ｄ社 -4.9 -0.6 0.2 -4.8 -3.7 -3.1 -4.5 -1.8 -1.4 -5.0 -4.4 -1.2 -1.6 -2.7 -3.7 -5.5 -3.3 1.2 -6.1
C社 -2.5 0.1 1.4 -2.1 -2.0 -1.5 -3.6 -0.9 -2.6 -6.5 -5.7 -2.1 -1.7 -2.1 -4.7 -6.1 -8.7 -4.8 -12.2
居酒屋全体 -2.6 0.6 1.2 -4.7 -4.1 -4.5 -5.4 -3.2 -5.0 -5.5 -5.9 -2.8 -0.7 -2.3 -3.8 -4.3 -4.2 0.2 未

-14
-12
-10
-8
-6
-4
-2
0
2
4
6
8

6.1 6.2 6.3 6.4 6.5 6.6 6.7 6.8 6.9 6.1 6.11 6.12 7.1 7.2 7.3 7.4 7.5 7.6 7.7

Ｗ社 Ｄ社 C社 居酒屋全体 当　　社

（％）

既存店前年比推移 計画を上回る推移
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2007年度上期の総括 営業成績

期

項目
20042004年年1212月期月期 20052005年年1212月期月期 20062006年年1212月期月期

20072007年年

中間期中間期

(53.1) (39.7) (37.0) 13,142

2,012(18.6)

1,001(34.0)

(20.0)

(20.4)

(28.1)

(5.1)

22,936

3,469

直営店部門直営店部門

1,670

11,991 16,747

2,438

1,035

2,890

1,387

(28.5)

食材供給部門食材供給部門 (26.4)

ＦＣ部門ＦＣ部門 (17.7)

(単位：百万円、（）は前年同期比）

各部門ともに順調に推移を継続
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2007年度上期の総括 営業成績

２００６年中間 ２００７年中間

業態名 売上高 構成比

１０，２２６ 100.0%

71.3%

20.2%

1.3%

3.0%

四季の心づくし花の舞 ２８４ 2.1% ２８７ 2.2% 101.1%

チムニー ８３ 1.5% - －% －%

0.6%

７，７８８

１，５２９

１１５

３９１

３２

売上高 構成比 比較

直営店合計 １３，１４２ 100.0% 128.5%

はなの舞 １０，９９７ 83.7% 141.2%

団欒炎 １，１７９ 9.0% 77.1%

こだわりやま ３６２ 2.8% 314.8%

知夢仁 １１１ 0.8% 28.4%

他業態 ２０２ 1.5% 631.3%

(単位：百万円）業態別売上高 はなの舞の売上が大きく貢献
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2007年度上期の総括 財務状況

期

項目

20042004年年1212月期月期 20052005年年1212月期月期 20062006年年1212月期月期
20072007年年

中間期中間期

(38.5) (65.1) (35.5) 18,655

11,232(37.9)

7,423(204.4)

(38.4)

(28.8)

(34.4)

(64.6)

17,263

12,318

総資産総資産

4,944

7,716 12,740

6,454

1,261

8,900

3,839

(44.5)

負債総額負債総額 (31.6)

純資産純資産 (69.7)

375

△1,684

1,529

20072007年年

中間期中間期

(－)

(60.6)

(39.7)

(－)

(116.3)

(62.0)

(739.4)

(71.7)

(51.1)

△1,158

△2,078

4,228

20062006年年1212月期月期20042004年年1212月期月期

△624

△598

1,867

288

△1,294

3,026

20052005年年1212月期月期

(－)財務Ｃ財務Ｃ//ＦＦ

(74.7)投資Ｃ投資Ｃ//ＦＦ

(135.9)営業Ｃ営業Ｃ//ＦＦ

期

項目

(単位：百万円、（）は前年同期増加率）

(単位：百万円、（）は前年同期増加率）

要約貸借対照表

要約キャッシュ･フロー計算書
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取り組みと実績 出店状況

141 163 183 192

113

179
191
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141

215
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2004 2005 2006 2007中間 2007期末

ＦＣ店 直営店

254店

301店

362店
383店

2007年度
期末計画
４１７店

直営店とＦＣ店の５：５の展開を推進
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取り組みと実績 出退店の推移

0

50

100

150

200

250

2001年12月期 2002年12月期 2003年12月期 2004年12月期 2005年12月期 2006年12月期 2007年6月末現在

直営店舗数

FC店舗数

出店数

退店数

2001年

12月期

2002年

12月期

2003年

12月期

2004年

12月期

2005年

12月期

2006年

12月期

2007年

6月末現在

ＦＣ店舗数 154 146 142 141 163 183 192

191

32

11

直営店舗数 48 69 93 113 141 179

出店数 27 29 40 40 63 72

退店数 13 16 20 21 13 14

業態

事業
部門

２００７年６月末

店舗数

直営 １５１

FC １１１
２６２はなの舞はなの舞

直営 １３６

２４４

直営 １８
３０

直営 １１
４２

直営 ３

FC ０
３さかなや道場さかなや道場

こだわりやまこだわりやま FC ３１

団欒団欒 炎炎 FC １２

（海鮮居酒屋）（海鮮居酒屋）
FC １０８

直営 １５

FC ３
１８（海鮮（海鮮うまかうまかもんや）もんや）

直営 ２

FC ３
５

直営 ０

FC ２０
２０

１４

４

３

３８３

直営 ３

FC １１知夢仁知夢仁

チムニーチムニー

四季四季 花の舞花の舞

直営

FC

直営

FC

直営 １９１

FC

３

豚夢創家豚夢創家
１

０

他業態他業態
３

合計合計
１９２
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取り組みと実績 業態推移

200５年度期末 2006年度期末 2007年中間期末

直営 ＦＣ 計 直営 ＦＣ 計 直営 ＦＣ 計

豚夢創家 － － － － 1 1 3 1 4

143 97
(131) (96)

（海鮮うまかもんや) － － － (12) (1) (13) (15) (3) (18)

さかなや道場 － － － 2 － 2 3 － 3

12
35
22
10
2

4
183

19
6
1
4
4

－

179

はなの舞 96 81 177 240 151 111 262
(海鮮居酒屋） (96) (81) (177)

31
35
27
14
5

15

(227) (136) (108) (244)

団欒炎 21 10 31 18 12 30

304

四季の心づくし花の舞 3 2 6 2 3 5

その他 8 7 4 － 3

こだわりやま 2 33 41

3

31 4211

－

3

191

3
8

141

業態名

チムニー 24 23 20 20
知夢仁 6 14 11 14

合計 163 362 192 383

業態別店舗数推移
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取り組みと実績 業態の深化と進化１

はなの舞の進化 海鮮うまかもんやの展開

カウンター型キッチンの配置
安心、安全で新鮮な食材の見える化

食事・デザートメニューの強化
新しい顧客層（ファミリー層）の開拓

個室・パーティールームを完備
ファミリー層、主婦層にも安心の空間

郊外駅前立地へのモデル店
地域住民の方のニーズにこたえる店舗へ

海鮮うまかもんや はなの舞 八千代台西口店

海鮮うまかもんや はなの舞 八千代台西口店
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取り組みと実績 業態の深化と進化２

はなの舞の深化 さかなや道場の展開

はなの舞の｢海鮮｣にこだわった店舗
鮮魚への専門化による顧客の取込に成功

店舗内に水槽を設置し、活魚を提供
より新鮮な食材をお客様に提供

まぐろメニューを大幅に強化
まぐろの１本買いにより、通常目にしない
オリジナルメニューも登場

御徒町駅前店の成功
坪面積売上は当社トップクラス

まぐろ居酒屋 さかなや道場 御徒町駅前店

さかなや道場 まぐろメニューの一部
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ＪＲ
新宿駅

西武
新宿駅

ＪＲ
代々木駅

新宿地区の展開
①５店舗での予約状況の
共有により、お客様を確実
に店舗へご案内できる
②お客様の用途に合わせ
各店舗をご紹介
③人員の応援体制の完備
④水槽の導入により、競合
店舗との差別化

新宿西口大ガード店

歌舞伎町ハイジア店

新宿西口パレット店

代々木東口店

西新宿店

新宿駅への集中展開の成功

取り組みと実績 超繁華街への出店
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取り組みと実績 オフィスの開設

北海道オフィス（2007年4月19日開設)
団欒炎狸小路店に併設し、北海道での
採用活動と物件開発拠点として稼動
狸小路店では、社員教育も実施

中部オフィス（2007年１月10日開設)
はなの舞東岡崎店に併設し、中部地区
の採用、開発拠点として稼動
活気あふれる中部地区の人財採用に貢献
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取り組みと実績 居酒屋ランキング

2005年度 2006年度

売上高

125,404

85,060

71,333

50,520

49,515

37,550

37,248

35,000

26,549

22,909

会社名
売上高 会社名 前年伸び率（％）

1 ﾓﾝﾃﾛｰｻﾞ 124,860 ﾓﾝﾃﾛｰｻﾞ 100.4

2 大庄 81,155 大庄 104.8

3 ワタミ 63,360 ワタミ 111.8

4 養老乃瀧 52,122 養老乃瀧 97.2

5 ｺﾛﾜｲﾄﾞ東日本 46,112 ｺﾛﾜｲﾄﾞ東日本 107.4

6 村さ来 43,300 村さ来 －

7 つぼ八 38,600 チムニーチムニー 132.3

8 マルシェ 35,643 つぼ八 93.5

9 チムニーチムニー 28,154 ｻｯﾎﾟﾛﾗｲｵﾝ 101.9

10 テンアライド 21,123 三光ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 112.5

上
位
チ
ェ
ー
ン
店

最
高
の
伸
び
率

日経ＭＪランキング

2007年５月11日 日経流通新聞飲食業06年度ランキングより
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取り組みと実績 居酒屋ランキング

2007年７月の居酒屋顧客満足度ランキングにおいて

はなの舞 総合第６位 花の舞 総合第15位

はなの舞の評価
店舗の環境（立地・営業時間・交通の利便性等) 第２位

駅前の見える位置・駅からすぐ近い立地への出店の効果

スタッフの接客態度 第３位
人財教育・マニュアル等の整備、
ＮＨＫ運動（ニコニコ・ハキハキ･キビキビ）の効果

ドリンクの満足度（種類・味・品質等） 第３位
ドリンクプロジェクトチームの立ち上げ・更なる向上を目指す
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当社の今後の戦略

２００７年１２月期
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今後の戦略 更なる業績拡大へ

グループ１０００店舗体制へ向けての取り組み

当社
はなの舞の進化・深化へ

さかなや道場の展開
出店地域の拡大へ

お客様

バックシステムの充実

物流網の整備

仕入取引先との関係強化
人財の確保と教育

活魚の強化・安全･安心

食材の安定供給

店長･調理長の育成

新規出店

全国出店強化へ

システム・コンプライアンス強化

お客様からありがとうと
言われる企業に
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今後の戦略 メニュー展開・活魚仕入

活魚の安定的仕入と地産地消の推進

各地の活魚仕入先との取引強化
地場の取引先から、より新鮮な、より旬な
食材の調達ルートの確保 当社の

活魚・鮮魚仕入先

札幌地区

青森地区

宮城・岩手地区

福島地区

東京地区

静岡地区
名古屋地区

大阪地区

九州地区

秋田地区

福井石川地区 新潟地区
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今後の戦略 食材の安定供給１

三菱商事グループとの関係の強化

三菱商事グループ

東洋冷蔵株式会社
（国内まぐろ取扱量
トップ（４２％強）さらに
シェア拡大中）

当社
まぐろの安定供給
原価率の安定化へ

お客様
まぐろの供給価格の安定

食材の確保・高品質の維持
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今後の戦略 食材の安定供給２

安心・安全・確実な食材調達の強化

日本水産株式会社
(水産品特化の食品会社)

との取引の強化

当社
安全な食材の安定供給
原価率高騰の抑制

お客様
活魚の安定供給・
安全・安心な食材の確保・
店舗への安定供給
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今後の戦略 メニュー展開・活魚

活魚の積極導入・他社との差別化

水産会社との連携強化
南海活魚水産㈱との取引を強化
水槽の導入・活魚の安定的仕入へ

活魚の提供
地元の新鮮な食材を提供し、

地域のお客様に喜ばれる店舗へ

活魚センターの設立へ
活魚の安定的仕入と他社との差別化
を強化。
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今後の戦略 人財教育と育成

ＡＢＣ大学のプレスタートと調理教育の強化へ

取締役を講師にした教育カリキュラムの開講
社員全員が学べるＡＢＣ大学へ

（ＡＢＣは、Ａ：当たり前のことを
Ｂ：ぼんやりしないで
Ｃ：ちゃんとやる の頭文字です）

基礎講座の内容の確立
教育カリキュラムの内容とレベルの検討へ

店長教育コースの確立⇒調理長教育へ
調理レベルの向上、活魚の全店導入へ

調理長のステップアップ
調理コースのマイスター制度（技術レベル
別階級制）を導入
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今後の戦略 人財採用と確保

関西オフィス
採用活動拠点

北海道オフィス
採用担当専任駐在

九州地区採用担当
（中洲店を拠点)

中部オフィス
採用活動拠点

本社
人財本部

各オフィスと店舗を中心とした地方
採用担当制度の活用

人財確保⇒継続出店と既存店の
更なるレベルアップへ

2007年度新卒採用実績 170名
2008年度新卒採用予定 220名

活動開始中

女性チームを中心に全国展開
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東京
４４．９％

北海道・東北
７．１％

中部・東海
１２.５％関西・中国・九州

３.９％ 栃木・群馬・茨城

２．７％

神奈川

１０.４％

千葉

１０. ７％

埼玉

７．８％

関東

７６．５％

合計 ３８３店舗

ＦＣ：１９２ 直営：１９１

0.5%2 （F1･R1）福岡県

3.9%15 （F5･R10）
関西・中国・

九州 計

0.3%1 （F1･R0）熊本県

0.3%1 （F1･R0）広島県

0.5%2 （F0･R2）和歌山県

0.3%1 （F0･R1）奈良県

0.8%3 （F1･R2）兵庫県

1.3%5 （F1･R4）大阪府

構成比店舗数都道府県

76.5%293
（F152･R141）

関東 計

2.1%8 （F5･R3）茨城県

0.3%1 （F0･R1）群馬県

0.3%1 （F0･R1）栃木県

7.8%30 （F6･R24）埼玉県

10.4%40 （F22･R18）神奈川県

10.7%41 （F17･R24）千葉県

44.9%172（F102･R70）東京都

構成比店舗数都道府県

0.5%2 （F0・R2)山形県

7.1%27（F12･R15）
北海道・
東北 計

2.1%8 （F7･R1）福島県

1.8%7 （F3･R4）宮城県

0.5%2 （F0･R2）岩手県

0.5%2 （F1･R1）秋田県

0.8%3 （F0･R3）青森県

0.8%3 （F1･R2）北海道

構成比店舗数都道府県

0.3%1 （F0・R1）福井県

12.5%48 （Ｆ23・Ｒ25）中部・東海 計

0.5%2 （F0･R2）岐阜県

1.6%6 （F1･R5）愛知県

0.3%1 （F1･R0）富山県

0.3%1 （F0･R1）石川県

5.6%22 （Ｆ11・R１1）静岡県

1.3%5 （F1･R4）新潟県

2.0%8 （F7･R1）長野県

0.5%2 （F2･R0）山梨県

構成比店舗数都道府県

今後の戦略 全国への出店
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今後の戦略 物流網の強化

各仕入先

広域物流協力会社
第３物流
センター

第４物流
センター

１,０００店舗物流体制の構築へ

第１・第２物流センター
物流700店舗体制

食材

計画中

各店舗

食材
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今後の戦略 ＩＴの強化

チムニー基幹システム

広域営業
部隊

各店舗 本社各部署

システムのバージョンアップ

内部統制制度のＩＴ強化
各取引先

ＷＥＢ化の推進

全国の情報共有

リアルタイムな情報提供

情報漏えい対策

全社システムのパワーアップ

情報のペーパーレス化

紙情報の出力
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今期の見通し ２桁成長の継続
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９期連続増収、６期連続増益を目指す

売上34,000百万円

経常利益2,850百万円

純利益1,425百万円
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第一次３カ年計画の推移 売上
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計画 実績

チムニー単体売上 計画の124.5％へ

単位：億円

計画273億円
実績予想340億円
当初計画の124.5％

計画の１08.9％
計画の121.0％
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第一次３カ年計画の推移 経常利益
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計画 実績

チムニー経常利益 計画の126.7％へ

単位：億円

計画22.5億円
実績予想28.5億円
当初計画の126.7％

計画の１24.7％
計画の128.3％
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最後に

この資料に掲載されている業績見通し、その他今後予測・戦略等に関わ
る情報は、本資料の作成時点（平成１９年８月９日現在）において、当社
が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内の判断に
基づくものであります。

しかしながら現実には、通常予測し得ないような特別事情の発生また

は通常予測し得ないような結果の発生等により、本資料記載の業績見
通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。

当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような

情報について、その積極的な開示に努めてまいりますが、本資料記載
の業績見通しのみに全面的に依拠してのご判断は、くれぐれもお控えに
なられるようお願いいたします。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複製、または転送等をお

こなわない様に、お願い申し上げます。

チムニー株式会社
常務取締役財経本部長

山口 実
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